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日 時:0月 二U日 (日 )場 所:菊の会 ス タジオ
11:30/15:00開演 入場料:自由席¥3,500

指定席 ¥4,500

【お問い合せ】舞踊集団菊の会事務局
〒161■031東京都新宿区西落合2‐21日231皿 03Ⅱ5983‐6001/F露 103‐5983‐6002
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第一回 `]｀ ‐11' 杏
●義夫夫『延年二番曳』
「三番雙」は初春を寿ぐ舞台や、おめでたい席で演じら
れる演目で、能の「翁」から始まり、歌舞伎では能のもつ
重厚な儀式性から変化し、三番雙のもつ人間味}i註れる軽快
な動的部分が好まれ、多くの二番史の山目が生まれました。
「延年二番雙」は天下泰平・五穀豊穣―障界の平和そして
人々の安穏と長寿を祈り舞いおさめます。

●清元『子 守』
豆腐屋におかずの油揚げを買いに行った子守の娘が、鳶に

油揚げをさらわれてしまいます。追った子守の娘が転んでし
まうと、背負った赤子が泣いてしまい、慌ててあやし、故郷
の越後を懐かしみながら、面白く踊ります。

●長唄『菊づくし』
古典舞踊を習う際に、最初に習う手ほどきの曲日とされて
います。菊畑に可愛らしい様々な菊が咲き香ります。

●長唄喰 後獅子』
新潟県の山村から農開期に京、大阪、江戸など都会
に出て子供の曲芸を売りに獅子舞の門付けをしていた
「角兵衛獅子」と呼ばれたものを舞踊化した風俗舞踊
の代表的な演日です。

百獣の王と言われる獅子は、我が子を谷底に蹴落
とし這い上がってきた強い仔獅子だけを育てると
言い伝えられて来ました。
ここでは親獅子 (白い毛)の様に成長した仔獅子

(赤い毛)が、百花の王と言われる牡丹の枝を持ち共
に舞います。そして最後に獅子達は、軽やかにまた
力強く勇猛果敢な毛ぶりで競い舞います。

【第二部】
●民盤風上記『とうざぃなんtごく』
日本各地の民謡や民俗芸能など、バラエティに富んだ構成でお送り致します民謡風土記「とうざいなんぼく」です。

FAX申し込み書 03-5983-6002

日 時:6月 10日 (日Hl:30/15:00開演
場 所:菊の会スタジオ
入場料:自由席¥3,500/指定席¥4,500

開演日時 指定席(ィス励

11:30開演
枚 枚

15:00開演 枚 枚

お名前

一Ｔ

ご住所

お電話

【お問い合わせ】

TEL03‐5983-6001
FAX03‐ 5983‐6002
〒161‐0031
新宿区西落合2-21-23

舞踊集団 菊 の 会

日会場の席数にかぎりがございますので、お早めにお申し込み下さい。

満席となり次第、締め切らせて頂きます。尚、やむを得ず演日を

変更することがありますのでご了承下さいませ。

`

哲学堂公園前 1

松寿
シュマーレ

至新宿

四
村
橋

上高

ミリーマート

菊の会スタジオ
茶房 舞む

●区立上高田小学校

西武新宿線交 番菊の会

【第一部】

●長唄『石 橋』

フリガナ

自由席(平場席)

※チケットは邦辻させて頂きます。

郵使捩棒用紙を同封致しますので、

チケットがるき次第お捩たみ下さいませ。

通信オ聞

【菊の会スタジオヘのアクセス】

o西
`口

(新宿線「新井薬師前」駅ド申北日

から徒歩約7分

oバスを御利用の場合

中野駅サンプラザI)|よ り「江占田駅行き」
「上高H小学校前」下車徒歩約5分
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e'mall lnfo@kikunokai.co.jp


